
◆ 豊春地域学校規模適正化協議会　　　　　　　　　　　　　　　 

豊春のこどもたちの未来を考える会ニュース No.１ 

2026/2/21 

豊春小学校と宮川小学校の未来に向けた協議を開始しました！ 

◇豊春地域の児童生徒にとって望ましい教育環境を考えるために、自治会や小中学校を代

表する方々が委員となり協議する組織「豊春地域学校規模適正化協議会（以下、「未来を

考える会」という。）」が１月７日（水）に設置されました。 
 
 
児童数推移と将来推計 

　宮川小学校は、昭和 53 年に豊春小学校か

ら分離しました。それから 47 年が経過し、

現在の両校合わせた児童数は、ピーク時であ

る昭和 58 年の約 1/3 まで減少しました。令

和７年度の児童数は、豊春小学校 512 名、宮

川小学校 156 名となっています。令和 37 年

度には豊春小学校 227 名、宮川小学校 82 名、

計 309 名まで減少する見込みです。 
 
児童数の減少の推移　 

　左表は、豊春小学校及び宮川小学校の

令和７年度の児童数と令和17～37年度ま

での両校の学年ごとの合計児童数と学級

数の推計となっています。この推移をみ

てわかるように、両校を統合すると令和

37 年度までは 12 学級以上の適正規模校

を維持することができます。 

出典：春日部市小･中・義務教育学校児童生徒数等推計業務委託より 
 

こどもたちの意見 

豊春小学校及び宮川小学校の５・６年生を対象に学校規模（学年の人数）に対するアン

ケートを実施しました。【実施期間：令和７年 10 月】 

あなたは今の学年の人数をどう思いますか。 

豊春小学校（３学級/学年）の児童の９割がちょうど良い 

と感じています。宮川小学校（１学級/学年）の児童の約半 

数が少ないと感じています。 

　  

１．現状と課題について話し合いました

（裏面有り）

詳しくは未来を考える会 
専用ＨＰを参照



通学距離 

豊春小学校と宮川小学校を統合した場合の通

学距離の検討を行いました。 

〈 1．豊春小学校に集約した場合 〉 

宮川小学校区域内において豊春小学校と豊春

小学校から最も遠くに位置すると思われる場所

（ Ａ 約 1.6km 及び Ｂ 約 1.8km）は、現在の

豊春小学校区域内で最も遠くに位置すると思わ

れる場所からの直線距離 Ｃ 約 2.0km よりも短

い距離となっています。 

〈 2．宮川小学校に集約した場合 〉 

豊春小学校区域内において宮川小学校と宮川

小学校から最も遠くに位置すると思われる場所

Ｄ 約 2.8km は、現在の両校区のうち、いずれ

の通学距離よりも長くなります。 

 

学校規模適正化とは 

　こどもたちにとって望ましい教育環境を整えるためには、一定の集団規模、学校規模が

必要であると考えられています。市では、学校規模のメリット・デメリットを考慮し、特

色ある教育効果が得られる学校規模を「適正規模」とし、これを目指すものとしました。 

【 学校規模の定義 】小中学校とも同様とする 

出典：「春日部市小中一貫教育及び学校再編に関する基本方針」より 

 

〔活動内容〕「児童の教育環境等に関すること」「学校規模適正化等に関すること」「その他

必要な事項に関すること」を検討協議する。 
〔構成する人々・委員〕以下の各構成団体から２名以内で選出する。 
　①通学区域内の住民を代表する方　　　　②在学児童の保護者を代表する方 
　③進学予定児童の保護者を代表する方　　④学校運営協議会を代表する方 
　⑤関係する教職員を代表する方　　　　　⑥協議会が必要と認める方 
 
 

未来を考える会では、こどもたちにとって望ましい教育環境を提供するには、各学年の

学級数を確保する必要があり早期に豊春小学校と宮川小学校の統合を検討するべきである

との結論に至りました。今後は、地域住民や保護者の意見を取り入れながら、両校の統合

を目指していきます。 
 

発行・編集責任　春日部市教育委員会教育総務課・未来を考える会 

〒344-8577 春日部市中央 7-2-1　電話：048-739-6801　E-mail：somu-edu@city.kasukabe.lg.jp

 学級数 ６学級以下 ７～11 学級 12～24 学級 25～30 学級 31 学級以上

 規　模 過小規模校 小規模校 適正規模校 大規模校 過大規模校

２．協議会設置規約の内容（要約版）

３．協議した結果

※線路より南側が豊春小学校区、北側が宮川小学校区です。
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